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第４９１回 月例

それ以外の月は

最終日曜日
１２月は

第４日曜日

ＵＲＬは http://kawasaki.qee.jp/
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主 催： 新日本スポーツ連盟川崎市連盟

月例川崎マラソン実行委員会
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お
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と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

大
型
記
録
証
３
Ｋ
ｍ
（
Ａ
・
Ｂ
合
わ

せ
３
位
ま
で
）
中
学
生
以
下
が
対
象

で
し
た
が
、
高
校
生
も
対
象
と
し

拡
大
し
ま
す
（
但
し
大
人
は
除
く
）
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０
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達
成
者

◇
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２
０
１
７
年
も
始
ま
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
様
も
年
頭
に
当
た
り
「
今
年
の
目
標
」
を
立

て
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
も
こ
の
１
月
で
第
４
９
１
回
、
41
年
を
経
過
致
し

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
厚
情
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
大
勢
の
参
加
を
得
で
運
営
も
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
１
㎞
あ
っ
て
は
親
御
子
様
の
声
援
の
も
と
大
勢
の
お
子
様
が
参
加
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
確
認
し
あ
い
つ
つ
、
大
人
か
ら
子
ど
も
た
ち
一
体
と
な
っ
た
月
例
を
目
指
し

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
「我
が
子
の
み
な
ら
ず
参
加
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
声
援
を
送
り
ま
し
ょ

う
」。
ま
た
中
学
生
・高
校
生
も
グ
ル
ー
プ
で
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
も
参
加
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
皆
様
が
、
「月
例
を
通
し
て
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
（ラ
ン
ニ
ン
グ
）が
生
活

の
一
部
に
な
り
健
康
で
楽
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
」祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
ス
タ
ー
ト
は
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
の
ブ
ー
イ
ン
グ
の
中
で
の
就
任
。
英
国
Ｅ
Ｕ
離
脱
交

渉
等
、
様
々
な
面
で
予
測
し
難
い
不
透
明
感
が
漂
い
っ
て
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
少
な
い
な
い
中
、
こ
れ
か
ら

も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
、
安
寧
な
日
常
、
平
和
で
住
み
よ
い
日
本
・
世
界
で
あ
り
ま
す
よ
う
力
を
合
わ
せ

て
行
こ
う
で
は
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明けましておめでとうございます 本年もよろしくお願いいたします
（１２月第４９０回月例と第44回新春マラソン ）
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発行責任者 佐藤 静雄

編 集 「河原版」編集委員会(鈴木・中山・今野）

〒211-0002 川崎市中原区上丸子山王町2-1332 ＢＦ-1
新日本スポーツ連盟川崎市連盟

（連絡先）Ｅメール : kawasaki@kawasaki.qee.jp

月例終了当日の問合せは市連盟事務所 044-433－1120へ

郵便振替での棄権届は 下記へ

名義：新日本スポーツ連盟ＲＣ 番号：00260-4-33100

◇来月の月例は２月２６日です。
１１月から３月までは冬時間。

スタート時間 （受付けは早めに済ますようお願いします）

子供１Ｋ ９：15

３Ｋ（Ａ） ９：30（NO-C 主に男子仕分け3999以下）

３Ｋ（Ｂ） 10：00（NO-C 仕分け男子4000以上）

５Ｋ 10：30

10ｋ 11：15 次月棄権受付は 11時15分まで

１月恒例の連続１００回以上達成者顕彰は貼り出しと、
月例川崎ＨＰでご覧いただけます。

２０１６年１２月月例は１２７３名の

参加で締めくくりました。12月の河原版

「月例10大ニュース」の年間延べ出場者

は17949名 実参加は 13760名が確定値と

なりました。

右上月例写真より、①子ども１ｋｍコー

スへ出て 下②は３ｋｍＡ周回 その左

④スタート前ストレッチ参加の皆さん

左写真から下へは、

１月８日当古市場Ｇ発着で行われた

第44回新春マラソン大会風景

③30ｋｍスタート周回 ④30ｋｍスター

ト周回 ④新春マラソンの横断幕の下を

通過するランナーたち。「今年より30㌔

コースは多摩川ハーフマラソンコース内

を10Kmと残り20Kmの２往復のコース設定

で競技を行うようになりました。（選手

１千名役員約80名でした）男子総合１位

は田谷輝人君（山梨学院大出 1°43’29 ）
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写
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タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

２
０
１
７
年
元
旦
は
穏

や
か
に
明
け
た
。
ニ
ュ
ー

イ
ア
ー
駅
伝
を
観
み
、
14
時
は
回
っ
て

い
た
が
観
音
崎
公
園
へ
走
り
に
出
掛
け

た
。
走
水
神
社
は
初
詣
の
参
拝
者
で
社

の
本
殿
の
石
階
段
は
列
を
な
し
て
い
た
。

２
日
は
家
の
Ｐ
Ｃ
が
ダ
ウ
ン
し
箱
根
駅

伝
を
観
ず
対
応
す
。
３
日
、
日
の
出
を

近
く
の
山
に
行
き
写
真
撮
り
、
11
時
に

川
崎
シ
ネ
マ
１
０
９
で
「
メ
ル
ー
」

（
ヒ
マ
ラ
ヤ
６
千
ｍ
級
の
頂
き
岩
登
り
）

の
映
画
を
観
る
。
４
日
川
崎
Ｗ
・
Ｃ
の

荏
原
七
福
神
ウ
オ
ー
ク
へ
参
加
、
七
福

神
巡
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
東
急
目
黒

線
西
小
山
駅
が
解
散
場
所
は
昔
住
ん
で

た
処
懐
か
し
や
。
そ
の
あ
と
元
住
吉
で

打
ち
上
げ
と
曲
歌
い
。
５
～
８
日
は
新

春
マ
ラ
ソ
ン
と
そ
の
準
備
。
忙
し
い
が

正
月
」
気
分
を
味
わ
っ
た
？
？
。
20
日
、

米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
、
あ
れ
だ

け
分
断
と
過
激
な
発
言
で
大
統
領
職
へ
・
・

氏
の
「
み
ん
な
の
大
統
領
に
な
る
」
と

の
勝
利
宣
言
が
大
方
誰
が
信
じ
よ
う
？

世
界
中
で
分
断
へ
の
抗
議
相
次
ぐ
異
例

の
事
態
。
日
本
で
も
20
日
国
会
で
安
倍

首
相
の
所
信
表
明
「
戦
後
70
年
を
振
り

返
り
次
な
る
70
年
を
展
望
し
」
と
（
古

色
蒼
然
た
る
自
民
党
改
憲
案
「
国
防
軍
」

創
設
を
盛
り
込
む
）
の
改
憲
願
望
前
の

め
り
「
９
条
を
守
ろ
う
は
今
で
し
ょ
う
！
」

編
集
後
記

第
４
９
０
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

①

チ
ー
ム
紹
介
１

「
マ
ラ
ソ
ン
戦
隊

絆
（
キ
ズ
ナ
）
ン
ジ
ャ
ー
」

今
日
は
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
に
30
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

川
崎
区
の
小
学
校
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
幅
広
い
学
年
が
所
属
す

る
ク
ラ
ブ
で
す
。
普
段
は
一
緒
に
練
習
す
る
機
会
が
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
レ
ー
ス
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
中
学
校

で
は
陸
上
部
に
入
り
た
い
子
供
た
ち
が
多
い
の
で
、
み
ん
な
一
生
懸

命
走
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
一
言
「
１
㎞
を
走
っ
た
け
れ
ど
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
３
㎞
も
走
り
ま
す
。
「
今
日
は
、
目

い
っ
ぱ
い
走
っ
た
。
自
分
よ
り
小
さ
い
子
に
負
け
る
の
が
す
ご
く
悔

し
か
っ
た
。
」
「
走
る
の
は
一
人
で
は
き
つ
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
と

走
る
と
楽
し
く
な
り
、
最
後
ま
で
走
れ
る
。
」
「
寒
か
っ
た
け
れ
ど
、

走
っ
た
後
は
暑
く
な
っ
た
。
」

②

３
ｋ
ｍ
Ａ
１
位

７
４
４
１

谷
田
部

唯
史
さ
ん

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
８
回
目
の
参
加
で
す
。
中
原
区
か
ら
来
ま

し
た
。
ふ
だ
ん
は
毎
日
10
㎞
は
走
っ
て
い
ま
す
。
距
離
を
延
ば
す
こ

と
も
あ
る
の
で
、
月
に
３
０
０
～
４
０
０
㎞
く
ら
い
は
走
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
練
習
場
所
は
こ
の
多
摩
川
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

で
す
。
今
日
は
先
月
に
引
き
続
き
３
㎞
Ａ
で
１
位
に
な
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
は
９
分
40
秒
く
ら
い
で
す
。
学
生
時
代
か
ら
走
っ

て
い
ま
し
た
が
、
走
れ
な
い
時
期
が
10
年
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
か

な
り
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
練
習
を
再
開
し
て
で
た
防

府
マ
ラ
ソ
ン
は
、
２
時
間
41
分
で
走
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
別
府

大
分
マ
ラ
ソ
ン
で
２
時
間
30
分
台
で
走
る
こ

と
が
今
の
目
標
で
す
。
（
フ
ル
の
ベ
ス
ト
は

2016.12.25 曇り C 0.0 m/s 10.8℃ 78％ WBGT

年間累計出場者 （ ～12月 17949 )

実数 1274 （昨年同月は 17243 ）

種 目 男子 女子 合計

１０ｋ 360 48 408
５ｋ 380 59 439

３
ｋ(

Ａ
・
Ｂ)

幼少 63 45 108

中学 15 2 17

大人 444 89 533

計 522 136 658

子ども１ｋ 176 147 323

延べ出場者 1438 390 1828
初参加者 61 30 91
棄 権 94 44 138

延べ参加者 1532 434 1966

第４９０回月例参加者動向

①
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

左
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管
理

で
す
。
紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

②
大
型
記
録
賞
発
行
は
申
し
出
制

で
す
。
各
種
目
１
～
３
位

（た
だ
し
１
ｋ
ｍ
は
小
学
生
。
３
ｋ
ｍ
は
Ａ

Ｂ
合
同
し
１
～
３
位
で
高
校
生
以
下

対
象
）

申
し
出
な
き
場
合発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
必
要
な
方
は
本
部
へ
申
し
出
て
下
さ
い
）

③
連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・
250
・

300
回
が
あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・
百
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

④
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
：
０
０
２
６
０
ー
４
ー
３
３
１
０
０

高
校
生
の
時
に
出
し
た
２
時
間
27
分
で
す
。
）
古
市
場
の
新
春
マ
ラ
ソ

ン
に
も
出
場
予
定
な
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

③

５
ｋ
ｍ
１
位

７
９
９
８

印
藤

剛
さ
ん

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
５
回
目
の
出
場
で
す
。
11
月
は
３
㎞
と
５
㎞

は
１
位
で
、
10
㎞
は
２
位
で
し
た
。
住
ま
い
は
横
浜
市
港
北
区
の
菊
名

で
す
。
自
宅
の
近
く
や
鶴
見
川
・
国
道
沿
い
な
ど
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
時
は
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
校
か
ら
は
陸
上

部
に
入
り
本
格
的
に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
校
（
慶
応
）

で
も
陸
上
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
３
年
生
で
す
。
将
来
は
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
と
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
ハ
ー
フ
で
は
６
０
分
台
で
走
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
大
学
で
も
真

剣
に
練
習
し
て
是
非
目
標
を
達
成
し
た
い
で
す
ね
。

④

チ
ー
ム
紹
介
２

「
ラ
ン
ジ
ョ
グ
川
崎
支
部
」

今
日
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か
ら
来
て
い
ま
す
が
、
写
真
に
映
っ
て

い
る
の
は
住
ま
い
が
川
崎
中
心
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
（
神
奈
川
県
伊
勢

原
市
の
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
が
・
・
）
年
齢
は
30
代
半
ば
か
ら
50
代
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
練
習
場
所
は
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
月

に
１
回
は
こ
の
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
ス
ピ
ー
ド
練
習
を
し

て
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
ま
た
走
っ
た
後
は
、
鹿
島
田
駅

前
の
お
店
で
情
報
交
換
会
（
飲
み
会
も
兼
ね
て
）
を
し
て
い
ま
す
。
レ
ー

ス
に
も
み
ん
な
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
さ
い
た
ま
・
水
戸
・
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
・
湘
南
国
際
・
つ
く
ば
・
フ
レ
ン
ド
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に

出
場
し
て
走
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！
！

⑤

チ
ー
ム
紹
介
３

「
チ
ー
ム

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」

チ
ー
ム
名
は
「
ト
ラ
ッ
ク
ヤ
ロ
ー
」
で
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
を
中
心

に
40
代
か
ら
50
代
を
中
心
に
し
た
メ
ン
バ
ー
構
成
で
す
。
福
島
の
ラ
ン

ナ
ー
も
い
ま
す
よ
。
今
日
は
３
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
７
６
１
１
高
橋

二
郎
さ
ん
（
大
田
区
）
９
１
２
９
荒
井
秀
次
さ
ん
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）

６
６
４
４
松
岡
泰
宏
さ
ん
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
で
す
。

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
は
、
高
橋
二
郎
さ
ん
は
10
回
目
、
荒
井
秀
次
さ
ん

は
初
参
加
、
松
岡
泰
宏
さ
ん
は
、
４
年
ぶ
り
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

う
ち
の
チ
ー
ム
は
お
じ
さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、
９
割
は
サ
ブ
ス
リ
ー

と
い
う
か
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
ク
ラ
ブ
な
ん
で
す
。
ち
な
み
に
そ
れ
ぞ

れ
の
ベ
ス
ト
は
高
橋
二
郎
さ
ん
は
２
時
間
50
分
、
荒
井
秀
次
さ

ん
は
２
時
間
44
分
、
松
岡
泰
宏
さ
ん
は
２
時
間
54
分
で
す
。

２
月
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
す
る
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
が
、

目
標
は
２
時
間
40
分
切
り
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
よ
！

⑥

チ
ー
ム
紹
介
４
「
八
雲
（
や
く
も
）
学
園
陸
上
部
」

３
３
９
４
齋
藤

咲
奈
さ
ん

３
３
９
５
佐
藤

紗
羅
さ
ん

３
３
９
６
竹
村

香
菜
さ
ん

３
３
９
７
鈴
木

ゆ
め
さ
ん

２
６
４
１
中
村

文
音
さ
ん

２
６
４
９
菅
野

真
未
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
は
東
京
都
目
黒
区
に
あ
る
女
子
高

「
八
雲
学
園
」
の
陸
上
部
で
す
。
毎
日
２
時
間
く
ら
い
練
習
し

て
い
ま
す
。
陸
上
部
の
恒
例
と
し
て
、
12
月
の
月
例
川
崎
マ
ラ

ソ
ン
に
は
い
つ
も
来
て
い
ま
す
。
今
日
は
顧
問
の
先
生
方
と
一

緒
に
、
高
校
１
年
生
６
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
６
名
の
う
ち
４

名
は
高
校
に
入
っ
て
か
ら
陸
上
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー

の
一
言
「
少
し
ウ
ェ
イ
ト
を
落
と
し
か
っ
た
」
「
先
生
が
優
し

か
っ
た
の
で
入
り
や
す
か
っ
た
」
「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
練
習

は
厳
し
か
っ
た
」
「
雰
囲
気
が
楽
し
そ
う
だ
っ
た
」
春
の
大
会

に
向
け
て
今
後
の
目
標
は
、
ま
だ
大
会
に
出
た
こ
と
の
な
い
生

徒
は
、
「
練
習
し
て
ト
ラ
ッ
ク
の
試
合
に
出
る
こ
と
」

他
の

生
徒
は
「
自
己
ベ
ス
ト
の
更
新
」
で
す
。
み
ん
な
の
努
力
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
（
先
生
談
）

⑦

チ
ー
ム
紹
介
５

「
多
摩
川
ク
ラ
ブ
」

こ
の
古
市
場
を
練
習
拠
点
に
し
て
い
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

で
す
。
幅
広
い
年
齢
層
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
が
、
み
ん
な
仲

良
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
駅
伝
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
て
、

最
近
の
成
績
は
「
河
原
駅
伝
」
で
は
、
男
子
は
５
チ
ー
ム
が
出

場
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
２
位
・
４
位
・
９
位
・
11
位
・
13
位
、

女
子
は
優
勝
、
「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
駅
伝
」
は
男
子
壮
年
の
部
が

出
場
し
て
、
優
勝
（
６
連
覇
）
、
一
般
の
部
は
４
位
、
６
位
と

満
足
す
る
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ

ト
ー
は
”
楽
し
く
走
る
”
で
す
が
、
結
果
を
出
し
た
あ
と
の
懇

親
会
も
楽
し
い
で
す
ね
。

（
了
）

２
０
１
７
川
崎
ハ
ー
フ
大
会

本
日
月
例
で
の
申
込
最
終

３
月
12
日
（
日
）
10
時
ス
タ
ー
ト
参
加
費

３
５
０
０
円



月 例 川 崎 マ ラ ソ ン 連 続 出 場 １ ０ ０ 回 以 上  到 達 顕 彰 関 係 者 　 　 （ ２ ０ １ ７ / 1 / １ 現 在 ） ＊ ＊過 去受賞 者で も　近 年永 年欠場 者は のぞ く

連続 氏 名 達 成日 連続 氏 名 達 成 日 連 続 氏 名 達 成 日 連 続 氏 名 達 成 日
300 金 野 　正 与 2001年 6月 300 神 崎　義 一 2015年 2月 200 小林 千 恵 子 2015年 1月 100 仁 平 　輝 夫 1986年 11月

300 臼 井 　　滋 2001年 12月 300 村 山ヒメ子 2015年 6月 200 城野 　則 重 2016年 5月 100 興 村 　富 蔵 2005年 10月

300 野 村 　義 男 2002年 6月 300 田 中　洋 一 2015年 7月 180 龍見 　文 雄 2016年 1月 100 飯 塚 　精 彦 2010年 7月

300 池 田 　平 二 2003年 3月 300 岩 澤　和 雄 2015年 12月 180 國府 方 　進 1999年 6月 100 加 藤 　友 幸 2011年 9月

300 枦 山 　隆 治 2003年 5月 300 飯 田　忠 二 2016年 5月 180 入山 　宗 駿 1999年 11月 100 萩 原 　　明 2012年 4月

300 泉 山 　信 義 2003年 5月 300 松 永　哲 扶 2016年 10月 180 中村 　　明 2015年 9月 100 直 井 　　明 2012年 8月

300 藤 本 　　貴 2003年 12月 250 田 宮　正 夫 1998年 12月 180 辻川 　松 雄 2016年 5月 100 小 原 　浩 二 2013年 6月

300 高 橋 　安 子 2005年 2月 250 森 　 泰 之 2000年 11月 180 加藤 　重 之 2016年 10月 100 高 橋 　直 己 2013年 7月

300 菊 池 　成 一 2005年 7月 250 堀 田　昌 宏 2007年 1月 150 永田 　照 志 1997年 12月 100 宮 内 　克 哲 2013年 10月

300 山 本 　　聡 2006年 2月 250 山 形　　勲 2010年 3月 150 山田 　正 作 2003年 12月 100 阿 藤 　　博 2014年3月
300 遠 藤 　敏 明 2007年 2月 250 浅 野　　茂 2012年 2月 150 山口 　真 己 2005年 4月 100 山 添 　哲 也 2014年8月
300 井 本 　雅 昭 2009年 2月 250 臼 井　　勉 2013年 3月 150 山本 　真 次 2006年 4月 100 石 浜 　裕 一 2014年 12月

300 佐 藤 　教 道 2009年 4月 250 長 谷川 祐 子 2014年 9月 150 山本 　浩 次 2006年 4月 100 山 岸 　陽 一 2015年 5月

300 荒 田 　正 治 2009年 4月 250 大 平　義 明 2014年 10月 150 野口 　信 弘 2012年 9月 100 大 野 　誠 治 2015年 6月

300 色 部 　昭 子 2009年 4月 250 小 西　康 生 2014年 10月 150 倉形 　健 一 2014年 10月 100 加 藤 　博 美 2015年 8月

300 國 府 方 　昇 2009年 5月 250 山 田　裕 也 2015年 6月 150 内田 　靖 夫 2014年 11月 100 綿 貫 喜代 志 2015年 9月

300 堀 田 　尚 宏 2010年 2月 250 秋 元　末 吉 2015年 10月 150 中村 　幸 右 2015年 11月 100 ＊ 鈴 木つや 子 2015年 10月

300 嶋 田 　秀 尚 2010年 4月 250 横 山美 恵 子 2016年 3月 150 渡辺 　春 行 2015年 11月 100 中 村 　岳 征 2015年 10月

300 上 野 　　毅 2006年 6月 250 三 ッ沢 　博 2016年 5月 150 大井 　洋 行 2016年 1月 100 小 島 　　裕 2015年 10月

300 馬 場 　　均 2012年 1月 250 沢 尻　広 美 2016年 6月 150 栗本 　　薫 2016年 2月 100 飯 野 　博 久 2016年 3月

300 佐 藤 　道 夫 2012年 1月 250 尾 崎　達 巳 2016年 12月 150 廣川 美 恵 子 2016年 8月 100 遠 藤 　貴 彦 2016年 9月

300 大 高 　　敏 2012年 2月 200 高 梨　英 雄 1994年 6月 150 村上 　昭 二 2016年 9月

300 高 槻 　岩 雄 2012年 7月 200 秋 本　久 雄 1995年 1月 150 安孫 子 鉄 也 2016年 11月

300 中 野 　幹 夫 2012年 10月 200 石 川　勝 康 1997年 12月 130 宮沢 　春 雄 1999年 4月

300 益 子 　武 男 2012年 11月 200 石 川美 恵 子 1998年 5月 130 浜里 　悦 子 2004年 11月

300 平 林 　　実 2012年 12月 200 登 坂　一 郎 2000年 1月 130 ＊藤 本 　　貴 2015年 6月
300 吉 原 　尚 二 2013年 2月 200 渡 部　一 夫 2011年 8月 130 藪内 　義 勝 2015年 9月

300 戸 田 　幹 雄 2013年 2月 200 清 家　一 徳 2012年 11月 130 時光 　信 孝 2015年 12月

300 鈴 木 　忠 一 2013年 3月 200 藤 山　重 行 2013年 1月 130 宮内 　克 哲 2016年 4月

300 佐 藤 　文 信 2013年 7月 200 小 山比 登 美 2013年 2月 130 安孫 子 優 貴 2016年 8月

300 東 　　賢 一 2013年 11月 200 栗 田　順 子 2014年 3月 130 阿藤 　　博 2016年 9月

300 八 澤 日 出雄 2014年 5月 200 三 乗　洋 元 2014年 5月 130 下山 　孝 雄 2016年 9月

300 小 出 　清 一 2015年 2月 200 工 藤　雄 一 2014年 8月 130 吉田 　和 男 2016年 11月
300 佐 藤 　憲 七 2015年 2月 200 山 本　茂 樹 2014年 10月 100 石塚 　良 一 1986年 10月
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